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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　起立位置及び収納位置に装着するように回動自在に筐体に枢着された表示手段と、
　この表示手段の回動部分に設けられその対抗面に摺動面を形成する同心円の一対の円弧
状リブと、
　前記一対の円弧状リブの間に、両端がストッパにより閉鎖されて形成された溝であって
前記筐体側に設けられた制動子を嵌合するガイド溝と、
　前記一対の円弧状リブの内側の円弧状リブに設けられ、前記表示手段が収納位置になっ
たときに前記制動子の摺動を係止する突起状の係止部と、
　前記係止部とほぼ対向する位置の前記一対の円弧状リブの外側の円弧状リブの一部を切
り欠く切欠部とを備え、
　前記切欠部により前記ガイド溝に嵌合された前記制動子が、前記表示手段を前記収納位
置へ回動したとき、前記円弧状リブの摺動面と摺動しながら移動することによりフリクシ
ョンを発生し、前記制動子が前記係止部を乗り越えて前記表示手段が前記収納位置に達し
たとき、前記内側の円弧状リブの摺動面と前記ストッパと前記係止部との３点により前記
制動子の外周面を当接してその動きを規制することを特徴とする電子機器。
【請求項２】
　前記制動子を弾性体により形成し、かつ先端側が順次大径となるテーパ状の支持杆の先
端側より嵌挿することにより、前記支持杆に前記制動子を取り付けてなる請求項１に記載
の電子機器。
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【請求項３】
　前記制動子を支持する前記支持杆を、前記支持杆の軸方向に弾性を有する弾性リブより
突設してなる請求項２に記載の電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は表示手段が見やすい角度に調整できる電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、液晶表示器等の表示手段により文字や画像等の情報を表示する電話機やファクシ
ミリなどの電子機器が普及しており、これら電子機器の中には、表示された情報が見やす
くなるように、表示手段が任意な角度に調整できるようにしたものがある（例えば特許文
献１）。
【特許文献１】特開２０００－１２４６２０号公報。
【０００３】
　前記従来の「表示器付電子機器」は図２ないし図６に示すように、筐体１１に一端が回
動自在に軸支された表示ユニット１２と、表示ユニット１２に設けられた摺動面１２ｃ、
１２ｄと、筐体１１側に固定され、かつ摺動面１２ｃ、１２ｄに圧接された制動片１３と
を備えていて、支軸１１ａを中心に表示ユニット１２をチルトさせると、摺動面１２ｃ、
１２ｄと制動片１３の摩擦により生じるフリクションにより、表示ユニット１２が安定し
た動作でチルトできるように構成されている。
【０００４】
　また２つの同心円弧により形成された摺動面１２ｃ、１２ｄを部分的に拡大することに
より非制動部１２ｅを形成して、表示ユニット１２が制動力を必要としない角度では、こ
の非制動部１２ｅにより制動力を開放するようになっている。
【０００５】
　そして表示ユニット１２の非制動部１２ｅでは、筐体１１より突設した固定爪１１ｂを
表示ユニット１２側の固定爪１２ｆに係止することにより、表示ユニット１２がガタつか
ないよう筐体１１に対して表示ユニット１２を固定している。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　近年、この種の電子機器は、本体の小型化が進む一方で、より多くの情報を表示したり
、情報をより見やすくするために、表示手段が大型化される傾向にある。
【０００７】
　小型化された電子機器の筐体に大型の表示手段を取り付けた場合、筐体より表示手段の
一部が突出する。このため前記従来の表示器付電子機器のように、表示ユニット１２の非
制動部１２ｅにおいて固定爪１１ｂにより表示ユニット１２を筐体１１に固定するように
したものでは、筐体１１側に固定爪１１ｂを設置するスペースが確保できなかったり、表
示ユニット１２の軸支部近傍にしか固定爪１１ｂを設けることができない。
【０００８】
　しかし表示ユニット１２の非制動時に表示ユニット１２を筐体１１に固定できないと、
電子機器の使用時に筐体１１を移動したり、電子機器を壁に掛けて使用した場合、表示ユ
ニット１２がガタついて高級感が損なわれる等の問題がある。
【０００９】
　また表示ユニット１２を固定する固定爪１１ｂを軸支部の近傍に設けた場合は、固定爪
１１ｂに大きな保持力が得られなくなるため、特に大型の表示ユニット１２を使用した電
子機器では、表示ユニット１２の固定が確実にできない等の問題がある。
【００１０】
　本発明はかかる従来の問題を改善するためになされたもので、収納位置に表示手段が確
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実に固定できる電子機器を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の電子機器は、起立位置及び収納位置に装着するように回動自在に筐体に枢着さ
れた表示手段と、この表示手段の回動部分に設けられその対抗面に摺動面を形成する同心
円の一対の円弧状リブと、前記一対の円弧状リブの間に、両端がストッパにより閉鎖され
て形成された溝であって前記筐体側に設けられた制動子を嵌合するガイド溝と、前記一対
の円弧状リブの内側の円弧状リブに設けられ、前記表示手段が収納位置になったときに前
記制動子の摺動を係止する突起状の係止部と、前記係止部とほぼ対向する位置の前記一対
の円弧状リブの外側の円弧状リブの一部を切り欠く切欠部とを備え、前記切欠部により前
記ガイド溝に嵌合された前記制動子が、前記表示手段を前記収納位置へ回動したとき、前
記円弧状リブの摺動面と摺動しながら移動することによりフリクションを発生し、前記制
動子が前記係止部を乗り越えて前記表示手段が前記収納位置に達したとき、前記内側の円
弧状リブの摺動面と前記ストッパと前記係止部との３点により前記制動子の外周面を当接
してその動きを規制することを特徴とするものである。
【００１２】
　かかる構成により、表示手段を収納位置にすると、摺動面とストッパと係止部との３点
により制動子が係止されて表示手段がガタつくことがないため、高級感が損なわれること
がないと共に、摺動面に係止部を設けたことによって、表示手段の枢着部より離れた位置
に固定爪等の固定手段を設ける必要がないため、表示手段を大型化したために表示手段の
一部が筐体より突出した電子機器であっても、収納位置に収納した表示手段を確実に固定
することができる。
【００１４】
　また、摺動面と摺接する制動子と摺動面の摩擦により適度のフリクションが表示手段に
得られるため、表示手段のチルト動作が円滑に行えると共に、表示手段を見やすい位置へ
角度調整した後表示手段より手を離しても、摺動面と制動子の摩擦力により表示手段が調
整位置に保持されるため、表示手段の角度が濫りに変ることもない。
【００１５】
　また係止部と対向する位置に形成した切欠部より摺動部の間に制動子を挿入することが
できるため、表示手段の組み立て作業が容易に行えるようになる。
【００１６】
　本発明の電子機器は、制動子を弾性体により形成し、かつ先端側が順次大径となるテー
パ状の支持杆の先端側より嵌挿することにより、支持杆に制動子を取り付けたものである
。
【００１７】
　かかる構成により、支持杆の先端より制動子を圧入することにより制動子の取り付けが
行えるため、組立て作業が容易になると共に、支持杆より制動子が脱落する心配もない。
【００１８】
　本発明の電子機器は、制動子を支持する支持杆を、支持杆の軸方向に弾性を有する弾性
リブより突設したものである。
【００１９】
　かかる構成により、制動子が係止部を乗り越える際弾性リブが弾性変形して、制動子が
係止部を乗り越えやすくなるため、操作性が向上する上、制動子が早期に摩耗したり、破
損することもないので、耐久性も向上する。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明の電子機器は、表示手段を収納位置にすると、摺動面とストッパと係止部との３
点により制動子が係止されて表示手段がガタつくことがないため、高級感が損なわれるこ
とがないと共に、摺動面に係止部を設けたことによって、表示手段の枢着部より離れた位
置に固定爪等の固定手段を設ける必要がないため、表示手段を大型化したために表示手段
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の一部が筐体より大きく突出した電子機器であっても、収納位置に収納した表示手段を確
実に固定することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　本発明の実施の形態を、図面を参照して詳述する。
【００２２】
　図１は固定電話機よりなる電子機器の斜視図、図２は同分解斜視図、図３は図１のＡ－
Ａ線に沿う断面図、図４は図２のＢ方向からの矢視図、図５は図３のＣ－Ｃ線に沿う断面
図、図６は図３のＤ円内の拡大図、図７は図５のＥ円内の拡大図、図８ないし図１１は電
子機器の作用説明図である。
【００２３】
　図1に示す電子機器は、合成樹脂により成形された筐体１を有している。
【００２４】
　筐体１は上部筐体１ａと、下部筐体1ｂとから構成されていて、上部筐体1ａの上面に複
数の押しボタン２を有する操作パネル１ｃと、操作パネル１ｃの側方にハンドセット載置
部１ｄが設けられており、ハンドセット載置部１ｄには、ハンドセット３が着脱自在に載
置されている。
【００２５】
　ハンドセット載置部１ｄと反対側の筐体１側面には、図示しない子機との間で無線通信
するためのアンテナ５が回動自在に取り付けられている。操作パネル１ｃの後方には、上
部筐体1ａの上面を凹入させることにより、表示手段装着部１ｆが形成されている。
【００２６】
　表示手段装着部１ｆは図２に示すように、前壁1ｇと両側壁１ｈにより３方が囲まれて
いて、両側壁１ｈの上部には、前壁1ｇに寄った位置に、一対のピン1ｉが互に対向するよ
う水平に突設されており、これらピン1ｉに表示手段４がチルト自在に枢着されている。
【００２７】
　表示手段４は、表示手段装着部１ｆの幅とほぼ等しく、かつ奥行がほぼ２倍近いケース
４ａを有していて、このケース４ａの前面に、番号や記号、画像等の各種情報を表示する
液晶表示器等からなる表示パネル４ｂが取り付けられており、表示パネル４ｂの下側には
各種機能ボタン４ｃが設けられている。
【００２８】
　表示手段４のケース４ａは、合成樹脂により成形された上部ケース４ｄと下部ケース４
ｅとから構成されていて、上部ケース４ｄの両側下部に穿設されたピン孔４ｆが表示手段
装着部１ｆの両側壁１ｈより突設されたピン1ｉに嵌合されており、これによって表示手
段装着部１ｆより筐体１の後方へ突出された表示手段４の上部がピン1ｉを中心に上下方
向へチルト自在となっている。
【００２９】
　また下部ケース４ｅの裏面には、表示手段４をチルトさせた際にフリクションを発生す
る制動手段６の制動部材６ａが突設されている。
【００３０】
　制動部材６ａは、図３に示すようにほぼ半月状に形成された板体よりなり、制動部材６
ａの側面には、ピン1ｉを中心とする同心円の一対の円弧状リブ６ｃ，６ｄが突設されて
いて、これら円弧状リブ６ｃ，６ｄの対向面が摺動面６ｅとなっていると共に、各円弧状
リブ６ｃ，６ｄの間にはガイド溝６ｆが形成されていて、このガイド溝６ｆ内に、筐体１
側に設けられた制動子６ｊが嵌合されている。
【００３１】
　ガイド溝６ｆの両端側は、各円弧状リブ６ｃ，６ｄの端部間を連結するストッパ６ｇ，
６ｈにより閉鎖されていて、これらストッパ６ｇ，６ｈに制動子６ｊが当接されることに
より、表示手段４を起立位置及び収納位置に停止できるようになっており、表示手段４を
収納位置にしたとき制動子６ｊが当接するストッパ６ｈ側には、外側に位置する円弧状リ
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ブ６ｄの一部を切り欠くことにより切欠部６ｉが形成されている。
【００３２】
　この切欠部６ｉは、筐体１の表示手段装着部１ｆに表示手段４を装着する際、制動部材
６ａのガイド溝６ｆ内に制動子６ｊを嵌合するために形成されたもので、内側に位置する
円弧状リブ６ｃの摺動面６ｅには、切り欠かれた円弧状リブ６ｄの端部とほぼ対向する位
置に突起状の係止部６ｋが突設されている。
【００３３】
　一方筐体１の表示手段装着部１ｆには、ピン1ｉを中心に表示手段４をチルトした際、
制動手段６の制動部材６ａが表示手段装着部１ｆの底壁1ｍと干渉しないように、底壁1ｍ
に切欠孔１ｎが形成されており、この切欠孔１ｎの側方にほぼ垂直に設けられた弾性リブ
１ｐの側面に、制動子６ｊを支持する支持杆６ｍが水平方向に突設されている。
【００３４】
　弾性リブ１ｐは上部筐体１ａと一体成形されていて、支持杆６ｍの軸線方向に弾性変形
自在となっており、弾性リブ１ｐより突設された支持杆６ｍは、図５に示すように先端側
が順次大径となるテーパ状に形成されており、これによって支持杆６ｍに嵌合された制動
子６ｊが抜け外れないようになっている。
【００３５】
　制動子６ｊは、制動部材６ａに形成されたガイド溝６ｆの幅よりやや大径な円筒体より
なり、全体が弾性を有するゴムや合成樹脂により形成されていて、ガイド溝６ｆ内に嵌合
した際、外周面が自己の弾性により円弧状リブ６ｃ，６ｄの摺動面６ｅに圧接されるよう
になっている。
【００３６】
　次に前記構成された電子機器の作用を説明すると、上部筐体１ａの表示手段装着部１ｆ
に装着された表示手段４は、図１０に示す収納位置から図１や図３に示す起立位置の間で
チルト自在となっており、卓上等へ電子機器を載置して使用する場合、収納位置では表示
手段４の表示パネル４ｂに表示された文字や画像等の情報が見にくいことがある。
【００３７】
　その場合は、表示手段装着部１ｆより突出した表示手段４の上部を手で持ち上げて、表
示手段４を枢着するピン１ｉを中心に表示手段４を上方へチルトさせ、表示パネル４ｂに
表示された情報が見やすくなるよう表示手段４の角度を調整する。
【００３８】
　このとき制動手段６のガイド溝６ｆ内に嵌合されている制動子６ｊは、自己の弾性によ
り外周面が円弧状リブ６ｃ，６ｄの摺動面６ｅに圧接されていて、制動子６ｊと摺動面６
ｅとの摩擦により表示手段４にフリクションが発生するため、表示手段４のチルト動作が
円滑に行えると共に、任意な調整角度で表示手段４から手を離しても、制動子６ｊと摺動
面６ｅとの摩擦力により表示手段４がその位置に保持されるため、表示手段４の角度が無
段階に調整できる上、調整位置が濫りに変化することもない。
【００３９】
　一方電子機器の使用後表示手段４を起立位置から収納位置に収納したり、電子機器を壁
面等に取り付けて使用するため表示手段４を収納位置へ収納する場合、表示手段４の上部
を後方へ押圧して、ピン１ｉを中心に表示手段４を収納位置へ回動させる。
【００４０】
　これによってガイド溝６ｆ内の制動子６ｊは、図８に示すようにガイド溝６ｆの上部側
へ相対移動して、内側の円弧状リブ６ｃの摺動面６ｅに突設された係止部６ｋが制動子６
ｊに達する。
【００４１】
　この状態でさらに表示手段４を押圧すると、制動子６ｊが係止部６ｋを乗り越える際に
係止部６ｋにより制動子６ｊが下方へ強く押されると同時に、係止部６ｋと対向する面の
摺動面６ｅは切り欠かれた切欠部６ｉとなっているため、制動子６ｊを支持する支持杆６
ｍが突設された弾性リブ１ｐが図９に示すように制動子６ｊの反対側へと弾性変形する。
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　これによって係止部６ｋは容易に制動子６ｊを乗り越えることができるため、小さな操
作力により表示手段４を収納位置へ収納できると共に、表示手段４が収納位置に収納され
た状態では、図１１に示すように弾性リブ１ｐが元の位置に復帰すると共に、図１０に示
すように内側の円弧状リブ６ｃの摺動面６ｅとストッパ６ｈ及び係止部６ｋの３点が制動
子６ｊの外周面に当接して動きが規制されるため、収納位置に収納された表示手段４がガ
タつくことがない。
【００４３】
　なお前記実施の形態では、固定電話機に実施した例ついて説明したが、表示手段を有す
るファクシミリであっても勿論よい。
【産業上の利用可能性】
【００４４】
　本発明にかかる電子機器は、表示手段を収納位置にすると、摺動面とストッパと係止部
との３点により制動子が係止されて表示手段がガタつくことがないため、高級感が損なわ
れることがないと共に、摺動面に係止部を設けたことによって、表示手段の枢着部より離
れた位置に固定爪等の固定手段を設ける必要がないため、表示手段を大型化したために表
示手段の一部が筐体より大きく突出した電子機器であっても、収納位置に収納した表示手
段を確実に固定することができるものであり、電話機やファクシミリのみならず、情報の
表示手段を有する電子機器全般に適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】本発明の実施の形態になる電子機器の斜視図
【図２】本発明の実施の形態になる電子機器の分解斜視図
【図３】図１のＡ－Ａ線に沿う断面図
【図４】図２のＢ方向からの矢視図
【図５】図３のＣ－Ｃ線に沿う断面図
【図６】図３のＤ円内の拡大図
【図７】図５のＥ円内の拡大図
【図８】本発明の実施の形態にかかる表示手段の制動子が係止部を乗越える途中の状態を
説明する電子機器の作用説明図
【図９】図８のＦ－Ｆ断面図
【図１０】本発明の実施の形態にかかる表示手段の収納状態を説明する作用説明図
【図１１】図１０のＧ－Ｇ断面図
【図１２】従来の電子機器の斜視図
【図１３】従来の電子機器の作用説明図
【図１４】従来の電子機器の作用説明図
【符号の説明】
【００４６】
　１　　　筐体
　１ｐ　　弾性リブ
　４　　　表示手段
　６ｃ　　円弧状リブ
　６ｄ　　円弧状リブ
　６ｅ　　摺動面
　６ｉ　　切欠部
　６ｊ　　制動子
　６ｋ　　係止部
　６ｍ　　支持杆
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】

【図１４】
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